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保健福祉

○平成23年度実施内容

・予防接種は、各市民センター等で実施する集団接種(ポリオ・BCG)と医療機関で実施する

個別接種(麻しん風しん混合、三種・二種混合、日本脳炎)があるが、全ての予防接種対象者

に個別に通知した。また、安全な予防接種を実施するため、個人の接種を管理するととも

に、広報、ホームページで周知した。

・インフルエンザの予防接種の費用の補助を実施した。

・職員は、予防接種の実施及び予診票の発送、点検、委託料の支払事務を行った。

・平成23年1月からは子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチンの無料接種を実施し

た。

【直接経費の内訳】

　賃金等（988千円）

　予防接種協議会等委員謝礼（43千円）

　消耗品・通信運搬費・備品等（7,0１5千円）

　予防接種等委託料（394,765千円）

　予防接種等補助金（23,982千円）

○平成24年度実施内容

・集団接種、個別接種については、平成23年度と同様に実施する。

・インフルエンザの予防接種の費用の補助については、平成23年度と同様に実施する。

・子宮頸がん予防、ﾋﾌﾞ、小児用肺炎球菌ワクチンの無料接種については、平成23年度と同

様に実施する。
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するのか）
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運営

3

予防係
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健康づくりのための環境を整備する

予防接種を実施することで、市民が感染症へ感染することを予防する。
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ﾋﾌﾞ・小児用肺炎球菌ワクチンの無料接種が実施され、乳幼児期の予防接種が過密に

なり、事故等の発生の恐れがあるので、実施医療機関への注意喚起を促すとともに、

ポリオの不活化ワクチンへの変更等に適切に対応していくこととする。

また、高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の対象者拡大を検討する。
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ポリオの不活化ワクチンへの変更等に適切に対応しつつ、引き続き、集団接種、個別

接種を実施し、市民が感染症へ感染することを予防する必要があるため。

現状維持

ﾋﾌﾞ・小児用肺炎球菌ワクチンの無料接種が実施され、乳幼児期の予防接種が過密に

なり、事故等の発生の恐れがある。また、国においてポリオの不活化ワクチンへの変

更が検討されているので、変更への適切な対応が必要である。

また、平成22年の愛知県衛生統計年報によると、全死亡者数に対し肺炎による死亡

者数の割合が70～74歳で増加しており、高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の対象者

拡大を検討する必要がある。

一次評価のとおり。
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集団接種、個別接種を実施することで、市民が感染症へ感染することを予防した。

小児マヒ、麻しん、風しん、日本脳炎等への感染者が増加し、入院患者、死亡者が増

加する。
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